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全
国
か
ら
約
３
７
０
人
が
参
加

　
公
益
社
団
法
人
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
（
以
下
、
全
シ

協
）
は
令
和
５
年
11
月
29
日
、「
シ
ル
ボ

ン
ヌ
全
国
大
会
２
０
２
３
Ｉ
Ｎ
福
岡
」

を
Ｊ
Ｒ
九
州
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

　
現
在
、
全
国
の
１
３
０
０
を
超
え
る

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
24
万

人
以
上
の
女
性
会
員
（
シ
ル
ボ
ン
ヌ
）

が
活
躍
し
て
い
る
。
本
大
会
に
は
、「
１

人
で
も
多
く
の
女
性
に
一
層
輝
い
て
ほ

し
い
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お

り
、
今
回
は
４
回
目
と
な
る
。

　
企
画
・
運
営
は
、
全
シ
協
理
事
で
奈

良
県
Ｓ
Ｃ
協
議
会
の
宇
田
秀
子
会
長
、

熊
本
県
・
八
代
市
Ｓ
Ｃ
の
田
中
陽
子
理

事
長
を
は
じ
め
７
人
の
委
員
で
構
成
さ

れ
る
運
営
委
員
会
と
、
福
岡
県
内
の
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
女
性
役
職
員
13

人
か
ら
成
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が

担
っ
た
。

　
会
場
に
は
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
か
ら
、
女
性
会
員
や
役
職
員

な
ど
約
３
７
０
人
が
集
結
。
大
会
の
様

子
は
、
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
で
ラ
イ

ブ
配
信
も
さ
れ
た
。

　
開
会
前
に
会
場
に
入
る
と
、
ホ
ー
ル

後
方
で
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
15
セ

ン
タ
ー
・
３
連
合
会
が
、
独
自
事
業
と

し
て
製
作
・
販
売
し
て
い
る
伝
統
工
芸

品
や
染
め
物
、
加
工
食
品
、
布
小
物
、

洋
服
な
ど
を
販
売
し
て
い
た
。
ど
の
商

品
も
女
性
会
員
が
手
掛
け
た
も
の
で
、

商
品
が
並
ぶ
ブ
ー
ス
周
辺
は
、
買
い
物

を
楽
し
む
参
加
者
で
祭
り
の
よ
う
な
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

　
13
時
、
前
半
の
司
会
進
行
を
務
め
る

福
岡
県
・
春
日
市
Ｓ
Ｃ
の
会
員
・
岩
崎

菜
穂
子
さ
ん
が
、「
シ
ル
ボ
ン
ヌ
」
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
そ
の
後
、
大
会
運
営

「
シ
ル
ボ
ン
ヌ
全
国
大
会

        
２
０
２
3 

Ｉ
Ｎ 

福
岡
」開
催

～「
あ
り
が
と
う
」を
励
み
に
輝
き
続
け
る
～

～「
あ
り
が
と
う
」を
励
み
に
輝
き
続
け
る
～

会
場
の
後
方
で
は
、
15
セ
ン
タ
ー
、
3
連
合

会
が
商
品
を
販
売

 「シルボンヌ」は「シルバー」とフランス語の「ボ
ンヌ」（お手伝い・親切・優れたの意味）を合わせ
た造語で、シルバー人材センターのイメージアッ
プと女性会員の入会促進に向けて、公益財団法人
いきいき埼玉（埼玉県ＳＣ連合）が平成30年に定
めた女性会員の愛称。「シルボンヌ」を埼玉県内だ
けでなく、全国の会員に普及・浸透させて、シル
バー人材センターのイメージ変革につなげたいと
の思いで、全国大会への使用を承諾した。

「シルボンヌ」とは？
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委
員
会
の
宇
田
委
員
長
が
登
壇
。「
シ
ル

ボ
ン
ヌ
全
国
大
会
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
女
性
会
員
・
シ
ル
ボ
ン
ヌ

が
、
各
地
で
生
き
生
き
と
活
動
さ
れ
る

様
子
を
お
伝
え
す
る
場
と
し
て
、
４
年

前
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会

を
通
し
て
、
そ
の
よ
う
な
シ
ル
ボ
ン
ヌ

さ
ん
が
お
１
人
で
も
増
え
ま
す
こ
と
を

願
い
ま
す
」
と
開
会
の
あ
い
さ
つ
を
述

べ
た
。

　
続
く
来
賓
祝
辞
で
は
、
大
曲
昭
恵
福

岡
県
副
知
事
が
本
大
会
開
催
に
尽
力
し

た
関
係
者
に
感
謝
を
述
べ
た
。
ま
た
、

「
高
齢
者
の
仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
意
欲
を
支
援
し
、
１
０
０
歳
ま

で
生
涯
現
役
で
社
会
に
参
加
し
続
け
ら

れ
る
社
会
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
女
性
の
力
を
発
揮
で
き
る
仕
組

み
と
し
て
、
子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
制
度

を
設
け
る
な
ど
、
高
齢
女
性
が
活
躍
で

き
る
地
域
、
職
場
を
増
や
し
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」
と
女
性
会
員
へ
の
期
待
を
語
っ
た
。

　
同
じ
く
来
賓
の
小
野
寺
徳
子
福
岡
労

働
局
長
は
、「
厚
生
労
働
省
は
、
未
就
業

会
員
の
就
業
促
進
や
会
員
拡
充
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
大

会
が
実
り
あ
る
成
果
を
収
め
ら
れ
、
本

日
ご
出
席
の
皆
さ
ま
が
、
お
元
気
で
ご

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

シ
ル
ボ
ン
ヌ
の
活
動
と

各
セ
ン
タ
ー
の
商
品
を
紹
介

　
続
く
「
シ
ル
ボ
ン
ヌ
活
動
紹
介
」
で

は
、
福
岡
県
・
太
宰
府
市
Ｓ
Ｃ
と
鹿
児

島
県
・
鹿
児
島
市
Ｓ
Ｃ
、
山
口
県
・
光

市
Ｓ
Ｃ
、
熊
本
県
・
八
代
市
Ｓ
Ｃ
の
女

性
会
員
が
登
壇
し
た
。
最
初
に
紹
介
さ

れ
た
太
宰
府
市
Ｓ
Ｃ
会
員
の
大
穂
聰
子

さ
ん
は
、
現
在
、
太
宰
府
天
満
宮
の
名

物
・
梅
ヶ
枝
餅
体
験
教
室
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
就
業
し
活
躍
中
。「
幅

広
い
年
齢
層
の
方
々
と
交
流
で
き
る
こ

の
仕
事
は
楽
し
く
、『
お
い
し
か
っ
た
』

『
楽
し
か
っ
た
』
と
言
っ
て
も
ら
え
る

と
達
成
感
を
覚
え
る
」
と
話
し
た
。

　
鹿
児
島
市
Ｓ
Ｃ
の
松
﨑
絹
子
さ
ん
は
、

未
就
業
対
策
を
担
当
。
未
就
業
会
員
へ

の
就
業
案
内
が
な
い
と
き
も
、
電
話
な

ど
で
声
掛
け
を
続
け
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
た
と
こ
ろ
会
話
が
増
え
、

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

　
光
市
Ｓ
Ｃ
の
友
森
泰
子
さ
ん
は
、
保

育
園
で
の
保
育
補
助
の
ほ
か
、
学
校
の

長
期
休
暇
中
は
、
小
学
校
の
保
育
児
童

祝辞を述べる大曲昭恵福岡県副知事（写真右）と
小野寺徳子福岡労働局長（写真左）

大会運営委員会の宇田秀子
委員長が開会のあいさつを
行った

4センターのシルボンヌ活動事例報告 運営委員会委員とプロジェクトチームのメンバー
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操
「
サ
ザ
エ
さ
ん
体
操
」
を
参
加
者
全

員
で
行
っ
た
。
こ
の
体
操
は
、
ア
ニ
メ

「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
曲

に
合
わ
せ
て
、
グ
ー
・
チ
ョ
キ
・
パ
ー
・ 

拍
手
を
繰
り
返
し
行
う
シ
ン
プ
ル
な
も

の
だ
が
、
速
い
テ
ン
ポ
に
つ
い
て
い
く

の
に
苦
労
す
る
参
加
者
も
見
ら
れ
た
。

　
次
に
、
福
岡
県
内
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
女
性
会
員
に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
「
シ
ル
ボ
ン
ヌ
☆
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
第
１
部

は
、「
シ
ル
ボ
ン
ヌ
の
就
業
中
フ
ァ
ッ
シ

ク
ラ
ブ
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
。
仕
事

を
通
し
て
交
流
が
広
が
り
、
水
墨
画
や

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
楽
し
む
な
ど
充
実
し

た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
と
笑
顔
で
語

っ
た
。

　
八
代
市
Ｓ
Ｃ
の
田
中
陽
子
さ
ん
は
33

年
間
担
っ
て
き
た
公
民
館
の
受
け
付
け

の
仕
事
を
、
セ
ン
タ
ー
入
会
後
も
引
き

続
き
担
当
し
て
い
る
。「
来
月
に
は
後
期

高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
し
ま
す
が
、
生

涯
現
役
を
目
指
し
ま
す
」
と
元
気
に
話

し
た
。

　
次
に
、
各
セ
ン
タ
ー
の
女
性
会
員
が

独
自
事
業
と
し
て
製
作
・
販
売
し
て
い

る
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
が
紹
介
さ
れ
た
。

後
半
は
脳
ト
レ
体
操
と

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

　
後
半
は
、
福
岡
県
・
北
九
州
市
Ｓ
Ｃ

の
会
員
・
佐
海
登
志
子
さ
ん
に
司
会
を

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
、
運
営
委
員
会
委
員

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

紹
介
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
そ
の
後
、
福
岡
県
・
小
郡
大
刀
洗
広

域
Ｓ
Ｃ
の
会
員
が
考
案
し
た
脳
ト
レ
体

ョ
ン
」
と
題
し
て
、
12
人
の
女
性
会
員

が
就
業
中
の
服
装
を
披
露
し
た
。

　
ま
ず
、
草
刈
り
・
剪
定
チ
ー
ム
、
事

務
所
や
ホ
テ
ル
な
ど
を
掃
除
す
る
清
掃

チ
ー
ム
、
独
自
事
業
の
店
舗
で
調
理
販

売
を
す
る
シ
ョ
ッ
プ
チ
ー
ム
の
女
性
会

員
が
登
場
し
た
。
さ
ら
に
、〝
い
ろ
い
ろ

な
お
仕
事
の
チ
ー
ム
〟
と
し
て
、
ラ
ー

メ
ン
店
ス
タ
ッ
フ
、
世
界
遺
産
三
池
港

ガ
イ
ド
、
着
付
け
教
室
ス
タ
ッ
フ
や
着

付
け
教
室
の
先
生
…
と
さ
ま
ざ
ま
な
仕

事
を
す
る
女
性
会
員
が
笑
顔
で
ス
テ
ー

ジ
上
を
闊か
っ

歩ぽ

。

　
そ
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
に
、
就
業

を
楽
し
み
、
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る

こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

　
続
く「
手
作
り
作
品
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」

と
題
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
福
岡

県
内
３
セ
ン
タ
ー
で
作
品
作
り
を
行
う

グ
ル
ー
プ
が
手
掛
け
た
衣
服
や
小
物
が

紹
介
さ
れ
た
。

　
最
初
の
グ
ル
ー
プ
は
、
不
要
に
な
っ

た
着
物
で
洋
服
や
小
物
を
手
作
り
し
て

い
る
古
賀
市
Ｓ
Ｃ
の
「
芽
ぶ
き
の
会
」。

女
性
会
員
が
大
島
紬つ
む
ぎ

の
着
物
を
リ
メ
ー

ク
し
た
ワ
ン
ピ
ー
ス
や
、
へ
こ
帯
で
作

っ
た
チ
ュ
ニ
ッ
ク
な
ど
を
ま
と
っ
て
登

場
し
、
ス
テ
ー
ジ
を
彩
っ
た
。

　
次
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
甘
木
地
域

の
伝
統
工
芸
で
あ
る
木
綿
の
藍
染
め

「
甘
木
絞
り
」
の
作
品
作
り
を
行
う
朝

「サザエさん体操」をする小郡大刀洗広域ＳＣの会員

シルボンヌ☆コレクションでモデルを務めた会員全員
がステージ上へ

就業中ファッションを披露す
る草刈り・剪定チーム
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倉
市
Ｓ
Ｃ
の
甘
木
絞
り
グ
ル
ー
プ
。
ス

テ
ー
ジ
上
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
法
で

染
め
た
布
で
作
っ
た
洋
服
や
小
物
の
ほ

か
、
ハ
ー
ト
柄
に
染
め
た
現
代
的
な
浴

衣
も
披
露
さ
れ
た
。

　
築
紫
野
市
Ｓ
Ｃ
の
手
作
り
グ
ル
ー
プ

「
夢
」
か
ら
は
、
さ
を
り
織
の
ロ
ン
グ

ベ
ス
ト
や
バ
ッ
グ
、
留
め
袖
や
喪
服
で

作
っ
た
ブ
ラ
ウ
ス
や
パ
ン
ツ
な
ど
が
紹

介
さ
れ
た
。

　
ど
の
作
品
も
デ
ザ
イ
ン
性
は
も
ち
ろ

ん
、
着
心
地
や
機
能
性
も
考
慮
さ
れ
て

い
る
。
中
に
は
Ａ
５
サ
イ
ズ
の
書
類
等

が
入
る
大
き
め
ポ
ケ
ッ
ト
付
き
の
コ
ー

ト
も
あ
り
、
発
想
力
の
豊
か
さ
に
驚
か

さ
れ
た
。

　
第
２
部
の
テ
ー
マ
は
「
シ
ル
ボ
ン
ヌ

お
し
ゃ
れ
着
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」。生
活
雑

貨
や
衣
服
を
扱
う
「
無
印
良
品
」
で
働

く
福
岡
県
・
大
牟
田
市
Ｓ
Ｃ
の
女
性
会

員
２
人
が
同
店
の
衣
服
を
着
用
し
て
登

場
し
、
司
会
者
か
ら
仕
事
内
容
や
仕
事

着
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
第
１
部
で
就
業
中
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
を
披
露
し
た
女
性
会
員
が
、
無

印
良
品
の
衣
服
を
着
用
し
て
再
登
場
し

た
。
草
刈
り
・
剪
定
チ
ー
ム
は
「
リ
ン

ク
コ
ー
デ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
若
々
し

い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
笑
顔
を
振
り
ま
い

た
。
清
掃
チ
ー
ム
の
２
人
は
、
同
じ
素

材
の
コ
ー
ト
と
ニ
ッ
ト
を
用
い
た
「
双

子
コ
ー
デ
」、シ
ョ
ッ
プ
チ
ー
ム
は
お
そ

ろ
い
の
ウ
ォ
ー
マ
ー
を
着
用
し
た
「
姉

妹
コ
ー
デ
」
で
登
場
。
い
ろ
い
ろ
な
お

仕
事
の
チ
ー
ム
は
、「
ワ
ン
ト
ー
ン
コ
ー

デ
」
な
ど
の
ト
レ
ン
ド
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

を
披
露
し
た
。

　
お
し
ゃ
れ
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
女
性

会
員
の
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
ポ
ー
ジ
ン
グ

に
、
場
内
か
ら
は
終
始
、
歓
声
と
拍
手

が
送
ら
れ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
メ
ン
バ
ー
も
、
う
ち
わ
を
振
っ
て
声

援
を
送
り
、
シ
ョ
ー
を
盛
り
上
げ
た
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
福
岡
市
Ｓ
Ｃ
の
イ

メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
き
っ
と　
も
っ
と　
こ
れ

か
ら
」
を
参
加
者
全
員
で
合
唱
。
手
話
ダ
ン

ス
も
披
露
さ
れ
た

T O P
I C S

～シルボンヌのマークとキャッチフレーズ～

◆女性活躍促進に向けた「シンボルマーク」
「全国のシルバー人材センターの女性会員は、
仕事に、ボランティアやサークル活動にと元気
に活躍しています。会員でない方も、会員になっ
て、自分色の花を咲かせていただきたいという
思いを込めて、女性と花が同化したシンボル
マークを作成しました。全国のシルバー人材センターでは、このシン
ボルマークを掲げ、女性が生涯活躍できる社会を目指します。」

◆女性活躍促進に向けた「キャッチフレーズ」
「ありがとうは魔法の言葉」
「全国のシルバー人材センターでは、女性活躍促進に向けたキャッチ
フレーズとして『ありがとうは魔法の言葉』を掲げて、会員、利用者
をはじめ、すべての皆さんから『ありがとう』と言っていただけるシ
ルバー人材センターを目指します。」

★シルボンヌ全国大会の模様は全シ協ホームページで配信中！
　https://zsjc.or.jp/
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「シルボンヌ全国大会2023ＩＮ福岡運営委員会」のメン
バー。写真左から、運営委員会委員長・奈良県ＳＣ協議
会の宇田秀子会長（全シ協理事）、八代市ＳＣの田中陽子
理事長、山武市ＳＣの津久井知世常務理事兼事務局長、
大木町ＳＣの猿渡知子常務理事兼事務局長、鹿児島市Ｓ
Ｃの中村敬子事務局次長兼総務課長、福岡市ＳＣの大塚
加代子事務局長、福岡県ＳＣ連合会の野﨑真由美総務・
経理課長

2023年11月29日
シルボンヌ全国大会2023ＩＮ福岡

運営委員会

　わたしたちシルバー人材センターの女性会員、通称「シルボンヌ」は、〝自主・自立、共働・
共助〟の理念のもと、仕事やボランティア、趣味を活かした事業など、様々な活動に取り
組んでいます。活動を通して体と心を動かすことで、イキイキとメリハリのある毎日です。　
　自分のために、誰かのために、地域のために、わたしたち「シルボンヌ」は、同じ志を
持つたくさんの仲間とともに、これまでの人生で積み重ねてきた、経験と知恵と工夫をフ
ル活用しながら、「ありがとう」の言葉を励みに、これからもずっとずっと輝き続けていく
ことをここに宣言します。

シルボンヌ宣言 2023

の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

「
き
っ
と　
も
っ
と

　
こ
れ
か
ら
」（
半
﨑

美
子
作
詞・作
曲
）を

参
加
者
全
員
で
合
唱

し
た
。
こ
の
歌
は
コ

ロ
ナ
禍
で
会
員
活
動

が
制
限
さ
れ
た
時
、

シ
ニ
ア
層
を
応
援
す

る
歌
を
作
り
た
い
と

い
う
声
を
発
端
に
誕

生
し
た
。
合
唱
中
、

福
岡
市
Ｓ
Ｃ
の
会
員

は
、
ダ
ン
ス
を
し
な

が
ら
歌
詞
を
手
話
で
伝
え
る
〝
手
話
ダ

ン
ス
〟
を
披
露
。
こ
う
し
て
16
時
、
女

性
会
員
が
主
役
の
本
大
会
は
終
了
し
た
。

（
井
本
旬
子
）

　
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
す
る
と
、

本
大
会
の
締
め
く
く
り
に
、
全
シ
協
の

金
子
順
一
会
長
が
登
壇
。「
今
大
会
は
大

変
楽
し
い
内
容
で
、
シ
ル
バ
ー
の
仕
事

内
容
や
魅
力
が
し
っ
か
り
と
伝
わ
る
と

て
も
良
い
演
出
だ
っ
た
」
と
感
想
を
述

べ
た
。
ま
た
、
福
岡
県
Ｓ
Ｃ
連
合
会
が

制
作
し
た
Ｃ
Ｍ
『
今
日
の
私
は
「
恵
子

さ
ん
」
篇
』
に
触
れ
、「
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
の
仕
事
は
楽
し
く
生
き
が

い
に
つ
な
が
る
こ
と
を
、
今
後
も
外
に

発
信
し
た
い
」
と
方
針
を
語
っ
た
。

　
そ
の
後
、
福
岡
県
・
新
宮
町
Ｓ
Ｃ
の

小
林
栄
子
副
理
事
長
が
「
私
た
ち
シ
ル

ボ
ン
ヌ
は
、『
あ
り
が
と
う
』
の
言
葉
を

励
み
に
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
ず
っ
と

輝
き
続
け
て
い
く
」
と
宣
言
。
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
で
は
、
福
岡
県
・
福
岡
市
Ｓ
Ｃ

新宮町ＳＣの小林栄子副理事
長はシルボンヌ宣言を発表

感想を述べる全シ協の金子
順一会長




